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「 「  

【活動の基本情報】 

 参加学生数：18名 

「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 「 1年生：11 名、2年生：6名、3年生：1名） 

 活動期間：2021 年 5月～ 

 担当教員：木川剛志 

 

1．活動実施の経緯 

 加太「・磯の浦エリアにおける観光映像を活用した地域

振興として 2年目の事業である。和歌山市とその提携先

の南海電気鉄道株式会社との共同の事業である。当初求

められたことは、加太「・磯の浦エリアにおける様々なイベント事業に参加し、それに関連

する映像や画像を Instagram などに投稿することが求められてきた。ただ、1年目からも

そうであるが、民間企業として COVID-19 の影響下でイベントの開催は困難であり、イベ

ント事業への参加を中心とした本プロジェクトは社会情勢に大きく影響される。２年目は

COVID-19 の影響は少ないだろうとの想定の下でスタートした。 

 

2．活動の内容 

 4 月当初から 1年目よりも加太「・磯の浦地区でのイベントがほとんどなかった。夏以降

に期待されたが、夏の到来とともに、新型コロナウイルス感染症の第 7波が到来し、それ

以降もイベントはほとんど企画されなかった。ただし、観光業の再開とともにモニターツ

アーなどへの参加などを打診されたが、日程が学生たちとほとんど合わなかった。そこで

自主企画として、2022 年 10 月 16 日に加太で Instagram のリール映像制作のワークショ

ップを行った。9 名の参加があり、半日にわたって、加太を散策して撮影を行った。その

後もクリスマスや鯛祭りなどのイベントがあったが、学生の日程が合わず、ほとんど参加

できなかった。 

 

3．活動を通じて 

 今年も厳しい活動となった。やはり春の時期の活動の立ち上げの時に、意識を共有して

課題に向けた解決について語り合わないと、その後、参加の打診があっても多くが参加し

ないという事態となった。ただ、Instagram を含めた映像について、学生たちは高い関心

があるので、技術ワークショップを重ねることも重要であることを感じた。 

和歌山県和歌山市 

加太・磯の浦エリアにおける 

           観光映像を活用した地域振興 
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4．成果ポスター



合同報告会 当日の様子 

 

和歌山県和歌山市 

 

テーマ：加太・磯の浦エリアにおける観光映像を活用した地域振興 

各 LPPのブースでポスターを活用して発表する・報告

を聞くという形式で行われた。加太・・磯の浦 LPPの発表

においては、「メンバーの活動に対する声」を取り入れた

ことについて、合同報告会に参加した学生から評価頂け

たことが良かったと感じる。他のLPPの発表を見ていて

も、時間ギリギリまで報告を行うチームが多く、一年に

も満たない活動期間で、真剣且つ内容が充実した活動に

取り組んできたことが伺える。発表においても要点整理

がなされたものが多く、聞き取りやすいものが多かった

と考えられる。 

交流会においては、各 LPPでの取り組みでは繋がるこ

とのないような学生や、複数の学年が混合してコミュニ

ケーションを取っており、様々な価値観を知るという観点からも非常に良かった。開始直

後の方が、意見が多く、活発に議論できたが、後半になるにつれて議論の短時間化があっ

たと振り返る。交流会での議論を通して出た意見は、学生の地域への関心をより高める重

要な改善点であると考え、来年度の活動に活かしていく必要がある。地域への関心が高い

学生が参加する会だからこそ、学生 1人 1人が主体的に取り組めたことは、この LPP合

同報告会において一番良かったことであると振り返る。 


